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１ 概 要                                  

（１）記念事業の推進 

  平成２７年１月１日は、高島市が誕生してから１０回目の記念日です。 

  市制施行以来この１０年間は、旧６町村が一つのまちとなって歩んでいく礎を築いてき

た期間であるとともに、来るべき１０年目は、新たな展開に向けての大きな節目でもあり

ます。「高島市制１０周年記念事業」は、１０年の歩みを振り返り、市民が総出で記念の

年を祝うとともに、次世代につなげていく新たな価値を創造するきっかけとなるよう実り

あるものとします。 

事業推進のコンセプト 

（１）市民の思いが共有され幅広い参加を得られるようにします。 

（２）郷土への愛着心により市民の一体感の醸成につながるようにします。 

（３）将来に向け持続的な効果をもたらすものとします。 

 

（２）実施期間 

  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までとします。 

 

（３）記念事業の種別および内容 

種 別 内   容 

市主催事業 

 １０周年を記念する行事等で市が主催して実施するものをいいます。 

 市の広報紙や防災無線放送、ホームページを活用して記念事業の広

報・宣伝を行います。 

連携事業 

 市民団体等が実施する行事等で、推進方針のコンセプトに沿うと認め

られるとともに、市が後援するものをいいます。 

市の広報紙や防災無線放送、ホームページを活用して記念事業の広

報・宣伝を行います。 

協賛事業 

 市民や市民団体等が自主的に記念事業として実施するものをいいま

す。（記念セール、新規商品販売・企画、記念販売など） 

市による後援や広報・宣伝は行いません。 

 

（４）記念事業の構成 

  ①記念制定・記念刊行物発行（市主催事業） 

・市のシンボル制定（市の花・木・鳥） 

・市制１０周年記念市勢要覧発行  

  ②冠事業の実施（市主催事業・連携事業・協賛事業） 

・市主催事業は、１０周年を記念する行事等で市が主催して実施するもの計２６事業。 

・連携事業は、市民団体等が実施する行事等で、推進方針のコンセプトに沿うと認め 

 られるとともに、市が後援するもの計２４事業。 

・当初、１１月３日に記念式典の開催を予定していましたが、諸般の事情により執り 

行わないこととなりました。 
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（５）推進体制 

①高島市制１０周年記念事業推進委員会（平成２６年１月２１日設置、２６名） 

  官民が一体となって推進方針に基づき、事業の円滑な推進を図ります。 

・第１回：H26. 1.21 推進方針の決定、記念事業の募集推進 

・第２回：H26. 3.13 １０周年記念キャッチフレーズ、ロゴマーク選定 

②高島市制１０周年記念事業推進本部（平成２５年１２月１７日設置、２０名） 

  推進委員会と連携して記念事業の円滑な実施のための全体調整を行います。 

・第１回：H25.12.17 記念事業推進体制、記念事業の検討 

・第２回：H26. 1.28 推進方針、市主催事業の検討、連携事業の募集推進 

・第３回：H26. 3.14 市主催事業の確認、連携事業の対応等 

・第４回：H26. 4.22 記念事業の検討等 

・第５回：H26. 5.13 記念事業の検討等 

 

（６）記念事業のキャッチフレーズおよびロゴマーク 

記念事業が、市民をはじめとする多くの皆さんにとって親しみを感じ、より大きな盛り

上がりへとつながるよう、記念事業の統一のキャッチフレーズおよびロゴマークを作成し、

市主催事業や連携事業などに広く活用しました。 

平成２６年１月８日（水）から２月２８日（金）までの約２ヵ月間、キャッチフレーズ 

とロゴマークの募集を行い、高島市制１０周年記念事業推進委員会で厳正なる選考のうえ、 

決定しました。 

 

■ キャッチフレーズ 

 

 

 

 

 

【制作者】 斎藤洋士さん（千葉県茂原市） 応募総数３４８点 

【説 明】 人と自然の素晴らしいまちづくりを未来へつなぐことを表しました。 

 

■ ロゴマーク 

                【制作者】 小島 力さん（大阪市西成区） 

          応募総数１０９点 

                【説 明】 花をモチーフとした市章が鮮やかな大輪の 

花を咲かせたイメージで、市制１０周年の 

成長と、今後の更なる発展を表現しました。 
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２ 記念事業                                 

（１）記念制定・記念刊行物発行（市主催事業） 

①市のシンボル制定（市の花・木・鳥） 

・シンボルの制定にあたっては、高島市シンボル等制定委員会（９名、平成２６年 

 ５月１２日委嘱）を設置しました。 

・高島市シンボル等制定委員会では、市のシンボルとしてふさわしく、市の風土・ 

自然・生態系などにかかわりがあるか、市の一体感が高められるかなどの制定方針 

に沿って調査・検討を重ね厳正に選定されました。 

・制定期日：平成２６年１０月１０日 
 

市の花 カキツバタ 市の木 サクラ 市の鳥 ヒバリ 

   

６枚の花被片でなる花で

あることから、６町村の合

併による成り立ちと更な

る一体感を表します。 

保全活動に取り組む市民

の気概や人が集まり栄え

るまちの姿、市の持続性、

活動の継続性を表します。 

「揚げ雲雀
ひ ば り

」といわれるよ

うに、高い所を目指して飛

ぶように高い理想を掲げ

その実現を目指す市民の

行動規範を表します。 

 

②高島市市勢要覧「つながる、高島」発行 

高島市が誕生してから１０年を迎える今、 

   市内ではさまざまな動きが芽生え、人々のつ 

ながりが生まれています。こうした動きの一 

端を捉え、前作の要覧と併せて、歩み続ける 

高島市の魅力を市内外に発信するため、市勢 

要覧「つながる、高島」を発行しました。こ 

の要覧は、人々の暮らしや新しい動きに焦点 

を当て、写真と短文で見やすく読みやすい内 

容となっています。 

・発行部数：５，０００部 

・仕様：４０ページ、オールカラー 

・価格：１，０００円（税込） 
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（２）冠事業の実施（市主催事業・連携事業） 

①市主催事業 

 

  

　　　　上段：開催日

　　　　下段：開催場所

722 人

（夏季）平成26年5月～7月
（冬季）平成27年1月～3月 2,159 人

新旭体育館（総合開会式）　他

平成26年6月～平成27年3月

近江今津駅周辺
（７月２０日記念イベント）　他

平成26年6月29日 1,500 人

今津総合運動公園内サンル－
フ今津およびその周辺

平成26年6月29日 865 人

高島市民会館

平成26年7月5日・6日 826 人

藤樹の里文化芸術会館

平成26年7月6日 276 人

高島Ｂ＆Ｇ海洋センターおよび
その周辺

平成26年7月20日 800 人

高島市民会館

平成26年7月27日 700 人

高島市今津町南浜周辺

平成26年7月29日～8月10日 2,769 人

藤樹の里文化芸術会館

平成26年9月14日 120 人

安曇川公民館

平成26年9月28日 10,000 人

マキノピックランド・マキノ高原
市内

平成26年10月1日～5日 7,890 人

高島市観光物産プラザ

平成26年10月5日 582 人

高島市民会館

3
ＪＲ湖西線開通４０周年記
念事業

実　施　内　容事　業　名

映画「じんじん」高島市上
映会

1

子どもがさまざまな文化活動・交流・体験等に主体的に参加し、楽
しめるフェスティバルを目指して、青少年活動団体のステ－ジ発
表、活動発表展示コ－ナ－、子どもたちが楽しめる体験活動コ－ナ
－などを行った。

たかしま子どもフェスティバ
ル

4

「絵本の里」で知られる北海道剣淵町を舞台に、絵本の素晴らしさ
と親子の絆を描いた映画「じんじん」を高島市で上映した。作品を通
じて、未来を担う子供たちをはぐくむ親子の関係を見つめなおす契
機とするほか、人と人とのつながりによる市民団体の活性化を推進
した。

市民を対象にスポーツの競技力向上、健康維持増進およびコミュ
ニティ醸成を図った。
◆（夏季）21種目：参加者1,969人、　（冬季）　1種目：参加者　190人

第１０回高島市市民体育
大会

2

平成26年4月
　 5日：高島市民会館（2回上映）
　20日：やまびこ館（1回上映）
　26日：藤樹の里文化芸術会館（2
回上映）

開通記念日の７月２０日に近江今津駅周辺で記念式典や記念列車
の運行、駅前にぎわい広場等を開催し、また、年間を通じて市内駅
を活用した利用促進事業に取り組み、地域になくてはならない湖西
線の重要性を再認識してもらうことができた。

2014びわこトライアスロン
＆ちびっこチャレンジin高
島

7

全国的にも有名な陸上自衛隊第3音楽隊の演奏会を開催した。自
衛隊と市民が交流をはかり、自衛隊に対する理解を深めてもらう事
業となった。

陸上自衛隊第3音楽隊演
奏会

8

今回で２６回目を迎える大会。成人、小学校高学年、小学校低学年
の部門を設定し、健康増進と親睦を図った。
◆トライアスロン：180人、ちびっこチャレンジ：96人

２３回目を迎えた高島の夏の風物詩「びわ湖高島ペーロン大会」を
市制10周年記念大会として開催した。
◆チャンピオンシップの部：9チーム、フレンドシップの部：25チーム

第１８回「琵琶湖周航の
歌」音楽祭合唱コンクール

5

湖西地域で活躍されている各種文化団体の皆さんによる舞踊、太
鼓、大正琴、カラオケなどの発表会を開催した。

高島文化芸能フェスティバ
ル2014

6

高島市をはじめ、全国各地から参加する合唱団が、課題曲「琵琶
湖周航の歌と自由曲で美しいハーモニーを競いました。また、歌が
創られた背景を紹介するとともに、イベントを通じて多くの人々の文
化的な交流を図った。

たかしま発酵食文化カレッ
ジ　開校記念イベント

11

秋の収穫祭「マキノカントリーフェスタ」を開催した。新鮮な農産物の
直売のほか、栗のイガ投げ大会やステージイベントなど子どもから
おじいちゃんおばあちゃんまで楽しめるイベントとなった。

マキノカントリーフェスタ
2014

12

昨年度の「全国発酵食品サミットinたかしま」に続き、“美をかもす
味をかもす　心をかもす”のテーマに沿って、様々な角度から発酵
食品の魅力を学ぶことができる「たかしま発酵食文化カレッジ」を開
校した。開校を記念して、講演会、教授陣の紹介と交流会を実施し
た。

産業振興と公民館・図書館機能を備えた複合施設、高島市観光物
産プラザが10月１日にオープンした。オープンを記念して、安曇川
はこぶね保育園の園児や鼓西太鼓による太鼓演奏、軽トラ市、お
楽しみガラポン大抽選会等を実施した。

9
第２３回びわ湖高島ペーロ
ン大会

10
幼稚園、保育園、小学校、中学校から約700点の平面作品が集う
展覧会。市制10周年記念にちなんだ表彰を行った。

第7回たかしま子ども美術
展

高島市観光物産プラザ
オープニングイベント

13

本物のオーケストラによるクラッシック演奏を楽しいお話と曲の解説
を交えて親しみやすいプログラムで提供した。

関西フィルハーモニー管弦
楽団 リラックスコンサートin
高島

14

商工振興課

高島市民会館

観光振興課

高島市民会館

　上段：参加者数等

　下段：担当課

市民スポーツ課

交通対策課

商工振興課

観光振興課

青少年課

映画「じんじん」
高島市上映実行委員会

【共催】市民協働課

記念式典　800人
記念列車　400人

高島市民会館

高島市民会館

市民スポーツ課

高島市民会館
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　　　　上段：開催日

　　　　下段：開催場所

平成26年10月19日 1,870 人

マキノピックランド・知内川サイ
クリング道周辺

平成26年11月1日～2日 100 人

高島市マキノ地域

平成26年11月9日 200 人

高島市消防本部

平成26年11月15日 86 人

安曇川公民館

 平成26年11月21日～25日 4,617 人

新旭体育館

平成26年11月23日 730 人

高島市朽木地域

平成26年11月30日 361 人

藤樹の里文化芸術会館

平成26年12月14日 304 人

藤樹の里文化芸術会館

 平成27年1月13日～19日 10,000 人

そごう横浜店

平成27年3月1日 561 人

高島市民会館

平成27年3月15日 586 人

高島市民会館

平成27年3月22日 196 人

藤樹の里文化芸術会館

実　施　内　容事　業　名

2014びわ湖高島栗マラソン15

高島市合併のシンボルとして整備してきた「中央分水嶺・高島トレイ
ル」で記念行事を開催した。国際山岳ガイドで、エベレスト登山隊の
テレビ番組でもおなじみの角谷道弘さんを招き、経験談を聞く
フォーラムと、一緒にトレイルコースを巡るツアーを実施した。

市制10周年記念・高島トレ
イルツアー

16

今回で３３回目を数える、高島市の一大イベント。マラソンを通して
参加者相互の健康増進と親睦を図った。
◆ハーフの部：1,050人、クォーターの部：565人、2Ｋｍの部：255人

防災体験による防火意識の高揚を図るとともに、１０年間の主な災
害および活動を紹介した。

20

社会教育課

高島市民会館

人権施策課・社会教育課

市民一人ひとりが、お互いの人権を意識し、尊重、互助、共生の地
域社会の実現に向けて、「高島市人権のつどい」を開催し、人権標
語優秀作品の表彰や住田裕子弁護士を講師に迎えた講演会を実
施した。

防災体験ひろば17

女性落語家 桂あやめさんを講師に迎え、「女と男の笑いでコミュニ
ケーション」と題した講演と落語で男女共同参画の“現状”と“課
題”、“これから”を楽しく語り合った。男女共同参画社会の実現の
ために、広い視野に立った価値観の醸成や市民意識の向上が図
れた。

男女共同参画しっかり向き
合ってみませんか!!フォーラ
ム

18 高島市男女共同
参画推進協議会

【共催】市民協働課

市制10周年を記念して、3年に1度開催している高島市さとやま劇
場と、たかしま市民音楽祭をドッキングして実施した。高島市に“あ
るもの”で高島市に“しか”できない舞台を届けることができた。

高島市誕生10周年記念事
業「高島市さとやま劇場＋
たかしま市民音楽祭」

25

ぶんげい演劇教室とつばめの公演と、劇団敦厚剛毅（とんこうごう
き）の公演の2作品を上演した。

たかしま★春の演劇祭26

今回で１０回目のステージ、そして、ひな祭りジャズコンサート最後
のステージとなり、ビッグベルとスイートベルが全力で熱い演奏を
来場者に届けることができた。また、応援ゲストには、京都コンポー
ザーズジャズオーケストラを迎え、魅惑的なライブとなった。

ひな祭りジャズコンサート24

高島人権のつどい21

びわ湖ホールと共同で開催するオペラ公演。声楽アンサンブルに
加え、地元合唱団との共演を行った。

びわ湖ホール地域協働公
演 オペラ 「天国と地獄」

22

平面、書、立体、工芸、写真の５部門。市制１０周年を記念して、各
部門最優秀作品に「市制１０周年記念大賞」を授与した。また、会
期中は簡単な工作体験や、持ち込み作品へのアドバイスを聞くこと
ができる市民参加型の体験コーナーを設けた。

観光振興課

第１０回高島市美術展覧
会・青少年美術展

19

登山とマラソンを融合させたスポーツで、野山を軽快に駆け抜ける
「トレイルランニング」が最近注目されており、世界でもトップクラス
のトレイルランナー鏑木毅さんの総合プロデュースによるトレイルラ
ンニング大会を開催した。

第１回ＦＡＩＲＹ ＴＲＡＩＬびわ
湖高島トレイルランニングｉ
ｎくつき

23
～滋賀のおいしいもの～
「近江・高島フェア」

高島市物産振興会との連携により、高島市の特産品および観光Ｐ
Ｒを首都圏にある「そごう横浜店」の催事場において展開した。

商工振興課

高島市民会館

高島市民会館

高島市民会館

　上段：参加者数等

　下段：担当課

消防本部

観光振興課

市民スポーツ課
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  ②連携事業 

 

 

  

　　　　上段：開催日

　　　　下段：開催場所

平成26年4月12日 800 人

道の駅　くつき新本陣周辺

平成26年4月13日 4,500 人

道の駅しんあさひ風車村

平成26年4月27日　他7回 208 人

今津東コミュニティセンター　他

平成26年5月10日 23 人

マキノ石場田圃

平成26年7月20日 32 人

朽木生杉区、針畑区

平成26年7月26日～27日 73 人

ペンションマキノ周辺

平成26年8月19日～21日 350 人

安曇川スポーツセンター

平成26年8月24日 450 人

ガリバーホール

平成26年8月31日 200 人

今津東コミュニティセンター

平成26年9月3日～7日 862 人

藤樹の里文化芸術会館

平成26年9月6日 200 人

今津教会

平成26年9月14日 1,100 人

新旭やすらぎ荘周辺

平成26年9月15日 500 人

高島市働く女性の家

平成26年10月4日 25 人

働く女性の家

平成26年10月21日～26日 3,555 人

藤樹の里文化芸術会館

2 第３回風車村さくら祭り

新旭地域の観光の拠点である道の駅しんあさひ風車村において、地
域の活性化そして未来に向けた新しいまちづくりをめざして「風車村さ
くら祭り」を開催した。湖岸さくらウォーキングや風車村マルシェなどを
実施し、多くの来場者で賑わった。

風車村さくら祭り
実行委員会

3 たかしま・未来・円卓会議

高島の地域課題に対して、市民一人ひとりが気づき、「自分ごと」とし
てできることを考え、協働による解決の方策を考えることを目的に多様
な主体が参画し円卓会議を開催した。参加者とともに【Ⅰ自然・Ⅱ観
光・Ⅲ高齢者の生きがい人材活用】という３つのテーマを掘り下げ、
「小さなビジネスの種」を見い出した。

たかしま市民協働交流
センター

事　業　名 実　施　内　容
　上段：参加者数等

　下段：実施主体

1 第９回朽木鯖街道桜まつり

朽木渓谷(朽木荒川)から朽木大野に続く安曇川堤防沿いの桜並木を
観光資源と位置付け、都市住民と地元住民との交流により地域のイ
メージアップを図った。満開の桜の中で、観賞を中心としたイベントを
開催した。

朽木・群・ひとネットワーク
(桜まつり実行委員会）

6
里山探検隊　＜第二弾＞
夏のキャンプ

「自然はともだち、自然はふしぎ、自然はおどろき」をテーマに「夏の
キャンプ」を実施し、地元の子どもたちと市外の子どもたちが里山体験
を通じて交流した。活動前には、キャンプのプログラム内容に沿った
テーマの絵本を読み、体験活動と読書活動の融合を図った。

ＮＰＯ法人絵本による
街づくりの会

7 びわ湖杯争奪新人練習会
近隣府県の高校女子ソフトボール競技における新チームの技術力の
向上とチームワークの強化を目指した大会を開催した。
◆近畿・東海・北陸地方から7府県16校が参加 びわ湖杯争奪新人

練習会実行委員会

4
里山探検隊　＜第一弾＞
田植えをしよう！

里山の自然を子供たちに存分に触れてもらい、その生物の多様性や
豊かさを子供たちの心の奥底に刻むことを目的として、田植え体験を
した。また、食育の観点から里山でとれたお米のおむすびを食べた
り、絵本の読み聞かせや昔話の語りを参加者に楽しんでいただくこと
ができた。

ＮＰＯ法人絵本による
街づくりの会

5
いにしえの鯖街道整備プロ
ジェクト

地域集落の方の案内で歴史や植生を学びながら登山道の里山整備
を行った。また、歴史ある神社等を見学し、地域の方等から集落の歴
史や生活文化についてのお話しを伺った。

・一般社団法人安曇川
流域・森と家づくりの会
・ＮＰＯ法人結びめ

11
ヴォーリズＪＡＺＺ ＮＩＧＨＴ
２０１４

「ほんまもん」の演奏家と市民バンドによる元気で迫力ある演奏によ
り、地域住民に対し、元気と明るさを発信した。また、市民有志の実行
委員会で開催することにより、音楽によるまちづくりの一翼を担った。 ヴォーリズJAZZ NIGHT

実行委員会

13
第５回ゆめぱれっと高島
フェスタ

日頃、高島市働く女性の家を利用されているサークルの方たちの発表
会を兼ねて施設の周知を行った。

ＮＰＯ法人元気な仲間

8
高島・京都市民交流コン
サート

長い歴史の中で築かれてきた高島と京都の深い関係をもとに、高島
市民と京都市民が互いの関係を再認識できるよう、音楽を通した市民
交流を図るコンサートを開催した。 高島・京都市民交流

コンサート実行委員会

10
未来につなぐ鐘がなる、高
島文化活動祭

文化クラブの日頃の活動成果をもって「展示発表」と「舞台発表」、「ク
ラブ体験」を公開し、楽しみ親しんでいただくとともに、文化の部門から
生涯学習のまちづくりの機運を高め、高島市市制10周年を祝った。 高島市文化協会

9
ヒロシマ被爆ピアノコン
サート

平和への祈りをこめて、被爆ピアノにまつわるお話と被爆ピアノによる
演奏会を開催した。
※被爆ピアノとは、昭和２０年広島に原爆投下時、被爆。爆風を受け、
無数のガラスの破片がピアノの表面に突き刺さり、原爆の悲惨さ、戦
争の愚かさを今もその存在が語りかけるピアノ。

ＮＰＯ法人絵本による
街づくりの会

12
新旭ふくしまつり2014　～
つながる笑顔の地域力～

名称に「ふくし」という言葉が入っているとおり、単に楽しむだけの「ま
つり」ではなく、集うみんなが、楽しみながら「ふくし」を学ぶ場として実
施した。福祉関係団体等の展示による活動紹介、福祉の理解を進め
るスタンプラリー等のほかに昨年の台風18号被害を受けて、防災体験
コーナーを設け、いざという時のための啓発も行った。

新旭ふくしまつり2014実
行委員会

14 男女共同参画講演会

世界の国を知ることにより、日本の良さと心がけなければならないこ
と、私たちができること等を学習する機会とした。
演題は、「消費税25％でも豊かな暮らし」として、ケンジ・ステファン・ス
ズキさんの講演会を行った。

高島市男女共同参画
推進協議会

15
第３１回藤樹先生書道展お
よび第１７回小中学生藤樹
先生書写書道作品展

中江藤樹先生の語句を課題にした書道展で、市内外の児童・生徒
3,309点、一般246点と多数の出品があった。広く草の根的な書道教育
を通じて、藤樹先生の教えの浸透と湖西地域の書の文化活動の発展
に寄与した。 藤樹先生献書会
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　　　　上段：開催日

　　　　下段：開催場所

平成26年11月1日 1,500 人

朽木市場周辺

平成26年11月1日 950 人

道の駅　くつき新本陣

平成26年11月8日 500 人

今津東コミュニティセンター

平成26年11月12日～16日 178 人

藤樹の里文化芸術会館

平成26年11月22日 14,000 人

今津総合運動公園

平成26年
（前半）11月28日～30日
（後半）12月5日～7日

4,700 人

市内各地に点在する出展者の
自宅・工房

平成27年1月1日～31日 700 人

今津サンブリッジホテル

平成27年1月24日～2月8日 2,359 人

藤樹の里文化芸術会館

平成27年3月26日～29日 400 人

藤樹の里文化芸術会館

16 たかしま市民まつり２０１４

「～人・まち・自然～　たかしまの魅力・可能性は無限大」をコンセプト
に掲げ、市民参加型の市民まつりを開催しました。たかしまの人のつ
ながり、心のつながりを深め、高島の魅力を再発見することができまし
た。キャンドルイルミネーションでは市制10周年をテーマのもと、
「10th」の文字とロゴマークを、色とりどりのキャンドルで会場を彩どっ
た。

たかしま市民まつり
実行委員会

23 第３６回湖西書き初め展
高島市、大津市、長浜市を中心に書道芸術文化の向上を図ることを
目的とし、合わせてその作品の鑑賞をもって文化芸術の振興を図っ
た。また、市制10周年記念にちなんだ表彰を行った。 湖西書き初め展

実行委員会

24
第４回書道研究西嶺会書
展

会員の習作作品と併せて、「高島を書く」と題して、郷土ゆかりの万葉
集や高島に関する文言を課題にし、市制10周年の祝いの書道展を開
催した。 書道研究西嶺会

21
風と土の交藝ｉｎ琵琶湖高
島２０１４

この地域を選んで移り住み、「高島だからできるステキな暮らし」を実
践している造形作家や農林漁家などを多くの方に紹介し、交流を図っ
た。開催５年目となり、出展者、地域住民そして来訪者の間で会期以
外の交流が増え、当初の目的の一つである地域活性化への効果も表
れ始めている。

風と土の交藝
プロジェクトチーム

22
市制１０周年新春書展 市内の書家10人が市制10周年を祝い、高島にちなんだ言葉を作品に

して発表した。
書道研究西嶺会

19
第２４回高島市書作研究
会会員展

高島市書作研究会会員による書作品を展示することにより、高島市の
芸術文化の振興を図った。また、市制10周年を記念して、関連した題
材で作品作りをした。 高島市書作研究会

20
２０１４年たかしま発酵食品
＆そばフェスタ

発酵食品をはじめとする高島の伝統食品や、地場の農産物、特産品
が一堂に会し、高島の魅力を再発見していただく一大イベントで、２日
間で約14,000人が来場し、賑わった。 高島市産業連携協議会


17 朽木鯖街道 秋まつり

秋の朽木を高島市民に楽しんでいただくとともに、かつて鯖街道として
賑わいのあった文化を感じとれる内容となるよう工夫したことにより、
地域住民の郷土に対する愛着心の醸成や文化意識の向上を図ること
ができた。 朽木・群・ひとネットワーク


18
たかしま市民活動フェスタ
２０１４

高島で活動する市民活動団体、ボランティアグループの繋がり、市民
に市民活動やボランティアへの理解を広げ、出会いと参加のきっかけ
にしていただくことを目的に開催した。
フェスタ当日は、参加団体同士、来場者との交流、体験活動、模擬
店、意見交換会などを行った。

たかしま市民活動フェスタ
２０１４実行委員会

事　業　名 実　施　内　容
　上段：参加者数等

　下段：実施主体
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３ その他                                  

（１）広報 

①広報たかしま 

・平成２７年１月号巻頭特集「高島市制１０周年特別対談～高校生と語る高島市の未 

 来～」では、市長と市内高校生が「高島市の未来」をテーマに対談しました。 

（コーディネーター：坂下靖子氏。高島高校から３名、安曇川高校から２名の生徒 

が出席） 

・「振り返れば高島」を４回に分け、高島市の１０年間の歩みを振り返り、出来事等 

を紹介しました。 

   ・市主催事業や連携事業等を広報誌で紹介しました。 

  ②ホームページ 

・市ホームページ内に市制１０周年専用ページを作成し、市主催事業や連携事業等を 

紹介しました。 

  ③市作成封筒へのＰＲ印字 

   ・市作成封筒（長３、角２封筒）にキャッチフレーズおよびロゴマークを印字し、市 

制１０周年をＰＲしました。 

   ・平成２７年３月中に、市のシンボル（市の花、市の木、市の鳥）を表示した市作成 

封筒（角２封筒）を作成・使用します。 

 

（２）高島市制１０周年記念フレーム切手の販売 

  ・日本郵便株式会社近畿支社から、高島市制 

１０周年記念フレーム切手が販売されました。 

・名  称：高島の景観 高島市制１０周年  

・販売部数：１，０００部  

・販売郵便局：滋賀県高島市、大津市、草津市 

の郵便局（計７５局）    

・販売価格：１シート １，２３０円  
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（３）参考 

≪広報たかしま２０１５．１月号 「祝高島市１０歳。」・「私たちも１０歳」≫ 
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 ≪広報たかしま２０１５．１月号 「高島市制１０周年記念特別対談」≫ 
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≪広報たかしま２０１５．１月号 「高島市制１０周年記念特別対談」≫ 
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≪広報たかしま２０１４．４月号「振り返れば高島：平成１７年～１８年度」≫ 
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≪広報たかしま２０１４．８月号 「振り返れば高島：平成１９年～２０年度」≫ 
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≪広報たかしま２０１４．１２月号 「振り返れば高島：平成２１年～２２年度」≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪広報たかしま２０１５．２月号 「振り返れば高島：平成２３年～２５年度」≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


